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1．3つのドメイン〈3，b，c)を持つ酵素タン バク質X (a-b-c)について、タン バク質Xの猫造

と機能の研究を行う目的で

(1)タンパク質Xをコードすぁ遣騰子を用いて大鵜菌でタンーパク質Xを発現させる。

(2)タンパク質Xのドメイン欠損体(a-b及びb-(F)をそれぞ乳大腸菌で発現させる．

(3)タンパク質Xのa卜．メインとbドメインIこタン'バク質Xの沼性部位がある．タンパク質Xを

コーート"する遺低子の改愛により、タンパク質Xのaドメインとbドメインの活牲部故にある、

各々の特定のアミノ酸残基の1つをAiaに変換し た変異体酵素を大腸菌で発現させる。

(1)(2)(3)のそれぞれの酵素活性を測定し、酵素タン/バク質X (f'-t!､c)の持つ酵素活朧を1 ()0軸とし

て、酵素活性1こ及ぼす詩ドメ/『ンの機能、及び、特定のアミノ酸の機能を調べたい．

(1)(2)(3)の方法をそれぞれiつずつあげ、その原理、注意すべき事柄詮簡潔に説墹しなさ1,､．


